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質実剛健
「実力と気品をそなえ、たくましくあれ！」

校内ロードレース大会が行われる！
１１月１９日（金）に校内ロードレース大会が姫城運動公園で

行われました。目的は、長い距離を走ることにより、肉体的持久

力や精神的忍耐力などを高め、強靱な心身の発達を促しながら「走

る」ことへの意欲と習慣化を図ることです。もちろん中学生にと

っては初めてのロードレース大会、男子は２．８キロ、女子は２．

０キロ、長距離を走るのが苦手な人、得意な人がいたと思います

が、とにかくみんなが完走したこと、校内ロードレース大会の大

成功と言えるでしょう。

○長距離を得意とする生

徒以外にはあまり歓迎さ

れないロードレース大会

ですが、当日の天候、い

つもと違うコース、たく

さんの応援が生徒たちを

励ましてくれました。

○個人で順位を争いま

す。でも、順位にかかわ

らず、みんな精一杯がん

ばって、苦しい中を走り

きった時の満足感や充実

感を味わうことができる、貴重な行事だと思います。

○大会では一応順位を競いますが、『走ること』自体は、自分のペー

スにあわせて、まわりの風景を楽しみながらいつでも手軽にできる運

動です。日々の健康管理の一つの方法として覚えてほしいものです。

１位 榮福 和希 12:19秒 １位 入江 彩花 10:10秒

２位 飯田倫太郎 12:27秒 ２位 佐藤 咲希 10:37秒

３位 海野 青藍 12:32秒 ３位 奥野 成美 10:44秒

４位 森山 陵 12:34秒 ４位 藤岡 ゆい 11:01秒

５位 松元 亮 13:07秒 ５位 橋口 芳菜 11:05秒



鳥 に 学 ぶ
「教育は人間だけ与えられた崇高な行為である。」とどこかで習い、本当にその

ように信じていたのですが、最近のテレビ番組や書物を通して、「鳥が教育を行って

いる」ことを知り、驚かされました。人間に最も近いといわれるチンパンジーの社会

でも教育はないというのです。

▼先般、テレビを観ていたところ、ガラパゴス諸島に生息するカラスが「道具」を

用いて穴の中に住む昆虫の幼虫をつり上げ食べているのです。また、細い木の先

をくちばしで曲げて何かの道具を作っているのです。カラスの知能の高さにびっくりしました。更に

番組を観ていると、カラスは穴の中の幼虫の顔を口にくわえたストロー状の物体で刺激し幼虫を怒ら

せているのです。そして、幼虫がついに我慢できなくなってストローに噛みついたところをタイミン

グよく釣り上げて餌にしているのです。

▼ こうした親ガラスの行為を、成長した子ガラスは見ています。親ガラスは何回も子の目の前で餌を

とって見せて、子どもにも同じようにやらせるのですが、なかなか餌をとることができません。親ガ

ラスはこのように餌を捕って見せながら、子どもが自分で餌を捕ることができるようになるまでじっ

くりと子どもに寄り添い教育するのです。そして、約１年の教育期を経て、自分で餌をとることがで

きるようになった子ガラスは親許を離れていくのです。

▼脳神経科学者の小泉英明先生は講演の中で、ドイツの哲学者カントが２００年以上も昔に鳥の「里子

実験」を行っていたと述べています。

カントが自分の飼っているカナリアの卵の１個をスズメの卵と入れ替え、１羽のスズメを何羽かの

カナリアと一緒に親鳥に育てさせてみました。そして、スズメの鳴き方がどのように変わるか調べて

みたのです。カナリアの親が鳴き方を教えた結果、スズメの雛もカナリアのようにさえずるようにな

ったというのです。親カナリアに教育されたスズメは、カナリアの子のように上手には歌えなかった

けれども、普通のスズメよりは遙かに上手にさえずることができるようになったというのです。更に、

親カナリアはオスの子にはきれいな鳴き方を教え、メスの子には聞き方を教えるなど、いつも両方の

教育をしているのだそうです。

人間もこうした鳥の教育に学ぶところがありそうです。ニートや閉じこもりが問題とされる社会にあっ

て、ガラパゴスのカラスやカナリアのように、子どもたちに１人でも生きていくことができる力を身に付

けさせて、社会に送り出してやることが大切です。家庭と学校の連携を深め、子どもたちが本来備えてい

る能力を十分に発揮できるようにしたいものです。

１２月の学校行事 防災訓練がありました！
１２月 １日 期末テスト（英・家・理） 11 月２５日（木）に中高合

２日 期末テスト（美・体・数） 同の防災訓練を実施しました。

３日 期末テスト（国・社・音） 消火体験には、新田くん兄弟が

１２月１０日 学校参観日：参観授業（国語） 代表として取り組んでくれまし

学級懇談会：理数科主任の話 た。日頃から防災についての意

学級担任の話 識を持ちましょう！

１２月２０日 職員会議

１２月２２日 第２学期終業式・表彰式・大清掃

１２月２３日 天皇誕生日 － ご 連 絡 －

１２月２４日 冬季セミナー（国・数・英） １２月１０日は、附属中初めての学校参観日を

１２月２７日 冬季セミナー（国・数・英） 実施します。参観授業は三重野先生による国語科

１２月２８日 冬季セミナー（国・数・英） を予定しています。また、学級懇談においては、

１２月２９日から平成２３年１月１０日：冬休み 理数科主任である井上先生より高校の理数科につ

１月１１日 始業式・課題テスト いてお話しをしていただきます。その後日髙先生

１月１２日 課題テスト・職員会議 との懇談になります。多くの参加を待っています。


